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スターター チームＡ： ④ ⑥ ⑨ ⑩ ⑯ 
 チームＢ： ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 
ディフェンス チームＡ： □ マンツーマン 
(試合開始時) チームＢ： □ ゾーン（オールコートプレス・２－１－２） 

 
 能代工は序盤から⑨西山が積極的に１対１を仕掛け、攻撃の起点となる。市立船橋は⑯久

保のカットイン、⑥中村のポストプレイなど、インサイドを中心としたオフェンスを展開する。市立

船橋は目まぐるしくメンバーを入れ替え、生きのいいプレイを見せる。⑧下山の３本の３P などシ

ュート力で上回る能代工が４点リードで第１Q を終える。 

 第２Qに入ると、途中出場の市立船橋⑦高橋がオフェンスリバウンドからのシュート、速攻から

１人で持ち込んでのシュート、アシストなど、流れを変える働きをし、市立船橋が一気に逆転に

成功する。一方の能代工はリバウンドが取れず、反撃の糸口がつかめない。その後も次々とメ

ンバーチェンジを繰り返す市立船橋は全く運動量が落ちず、５点のリードを奪って前半終了。 

 第３Q の立ち上がり、能代工は⑨西山が厳しいマークをかいくぐって次々とシュートを決め、再

度逆転する。一方の市立船橋は３分過ぎにまたもメンバーを総入れ替えし、その直後に連続で

速攻が決まり再び逆転。そこからは能代工は⑧下山と⑨西山のガードのコンビネーションで加

点、市立船橋は⑦高橋のジャンプシュート、⑮中山のポストプレイなどのインサイドでの攻撃で

応戦し、一進一退の攻防のまま同点で第３Q が終了。 

 第４Q に入っても市立船橋がインサイドで優位に立ち、先行する。対する能代工は⑦齋藤の

速攻などで必死に食い下がるが、リバウンドが取れず苦しい展開となる。８２－８０と市立船橋

の２点リードで迎えた残り４５秒、⑨西山がファウルから得たフリースローを冷静に２本とも沈め

同点。しかし市立船橋は次のオフェンスで⑦高橋が体勢を崩しながらもシュートをねじ込み、再

び２点リードする。能代工の次のオフェンスは失敗に終わり、残り１４秒で市立船橋がバックコー

トでスローインを得る。そのままキープして逃げ切るかに見えたが、能代工のオールコートプレ

スの前にそのスローインがミスとなり、今度は逆に能代工ボールのスローインとなる。能代工は

すかさずタイムアウトを請求。次のオフェンスで⑨西山がスクリーンを使ってフリーになり３P を

放つ。しかし非情にもシュートはリングに弾かれ、そのリバウンドを取った市立船橋がそのまま

ボールをキープして試合終了。小刻みなメンバーチェンジにより最後まで運動量の落ちなかっ

た市立船橋が逃げ切り、優勝戦線に踏みとどまった。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


